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【緒言】廃籾殻を原料とするナノポーラスカーボン(NPC:Nanoporous carbon)は、温度 77K 圧力 12 MPa

の条件で 4.0-6.7 wt%の水素吸蔵量を示す 1) 。これは NPC のミクロ孔内では水素分子同士が強い相互

作用により、高い水素吸蔵密度で吸蔵できるからである。この現象はミクロ孔充填現象とよばれる 2)。

これらの水素充填の構造は一般的なボンベの圧力である 12 MPa までの結果である。本研究では数百

MPa での超高圧領域を水素吸蔵のターゲットとした。水素雰囲気下で加圧する方法として CIP(Cold 

Isostatic Pressing)装置を用いて NPC に超高圧水素処理を行い、水素放出量と細孔構造の解析を行った。 

【実験方法】原料であるもみ殻炭に対して、重量比 5 倍のアルカリ賦活を行うことで NPC を作製し

た。水素雰囲気下での超高圧の印加方法として、冷間等方圧装置(神戸製鋼所製 CIP 装置)を使用し

た。超高圧の試料準備として各試料をアルミニウムバッグ(GL Science 製)に導入した。次に、水素吸

蔵特性評価装置(Lesca 製、PCT-C08-01)に接続し真空引きを 3 回行った後、水素ガスを導入し密封し

た。これらのアルミニウムバックを 100、200、300、400 MPa の各加圧条件で 30 min 冷間等方圧下に

おいて加圧した。加圧後の NPC と純水 15 mL をバイアル管(40 mL)に入れ、混合し 35 ℃、24 h 振と

うさせた後、バイアル管内の気相を 100 μL 採取し GC(島津製、GC-2010Plus Tracera)にて水素放出量

を測定した。比表面積および細孔容積の測定には高精度比表面積・細孔径分布測定装置(マイクロトラ

ック・ベル社製、BELSORP-max)を用いた。 

【結果と考察】図 1 に NPC に対して 100-400 MPa

加圧水素処理したミクロ孔容積と 1 g 当たりの水素

放出量を示す。ミクロ孔容積は 100、200 MPa で約

1.0 cm3g-1、300、400 MPa は約 1.4 cm3g-1であった。 

1 g 当たりの水素放出量は 100、200 MPa では 31000 

ppm、110000 ppm、300、400 MPa では 266000 ppm、

246000 ppm であった。どちらも 200 MPa から 300 

MPa で大幅な増加が確認され、ミクロ孔容積では

30％以上、水素放出量では 100%以上の増加であっ

た。以上より超高圧水素処理は NPC のミクロ孔構造を変化させ、ミクロ孔容積の増加に伴いより多く

の水素放出量を示す可能性が示された。 
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